
実践総合農学会「高校生によるスマート農業のチャレンジ」
第２報告

スマート農業の取組と課題

愛媛県立西条農業高等学校



西条市について

西日本最高峰 石鎚山

臨海部工業地帯水田地帯

〇面積 約５１０㎞２

〇人口 約１０．８万人

〇四国一の経営耕地面積

〇生産量日本一

はだか麦、愛宕柿、春の七草

〇県内一の生産量

水稲、ホウレンソウ

キュウリ、アスパラガス

〇臨海部は工業集積地

工業製品等出荷額 8,450億円

名水百選 うちぬき

西条市ホームページより



令和元年度に創立100周年

西条農業高校について

〇３学科 ９クラス

〇全校生徒233名

(男子111名、女子122名）



食農科学科



環境工学科



生活デザイン科



スマート農業への取組

令和元年度
全国農業高等学校長協会・ベジタリア(株)・(株)NTTドコモによる
「農業高等学校の農業ＩＣＴ活用支援プロジェクト」に応募

○気象や栽培データを正確
で効率的に収集

○興味・関心や理解の向上



農業用センサーの設置とモニタリング

遠隔地にある果樹園へ、農業用センサーの設置とモニタリングの様子

（資材提供 ＮＴＴドコモ）



愛媛大学との連携 平成28年
愛媛大学地域協働センター西条
が設置される

本校との高大連携が始まる
＜内容＞

植物工場やドローンによる画像
計測・処理とデータ計測など

ドローン操作

画像解析

ＧＰＳ付きトラクター見学

計測装置の制作 スマート農業の講義



スマート農業による学習効果

〇習熟に時間がかかった作業が、初心者でも可能になる

〇調査や記録にかかる時間が節約でき効率的に学習ができる

〇熟練した技術や知識がなくても、効率的に分かりやすく学習できる

〇薬剤散布や草刈りなどの危険性や疲労の軽減によるイメージアップ

〇最新の技術を学ぶことで、興味・関心が高まる



スマート農業による学習の課題

〇スマート農業技術の進化による機材の早期陳腐化

より新しい技術への更新が難しい

企業や行政、研究機関との連携による技術格差の解消

〇機材の維持管理費用や免許の取得費用、通信料の負担をどうするか

○地域農業との連携とスマート農業の普及
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カロリーベース 生産額ベース

資料：農林水産省「食料需給表」

愛媛県 1,207億円✔（全国24位）

農業総産出額
8.9兆円

農業総産出額
11.7兆円

527249

190

愛媛県における

2019年部門別の産出額

果樹 畜産 野菜

カンキツ産出額
360億円✔ （全国1位）

※愛媛県データ



生産者・生産量が減少している！



機器導入による生産性の向上

○安全な労働によるリスク軽減

○時間短縮・労働力軽減による労働生産性の向上

○経験に頼らない栽培データの蓄積



土壌サンプル採取

土壌分析の実施
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収穫作業時 運搬作業時
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非破壊糖度計測器「おいし果」
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温州ミカン糖度調査結果

樹上計測が可能！

販売時にも！
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一般モデル

スマート農業モデル

計180時間

計129時間

栽培
スマート農業実践



品目 円

種苗費 0
肥料費 25,000

農薬衛生費 2,430
光熱動力費 780

その他の諸材料費 0
土地改良・水利費 0

賃借料・料金 0
荷造運賃手数料 92,000
その他の費用 3,200

合計 123,410

10ａ当たり変動費

品目 （円,㎏）

単為収量 2,500
単価 230
合計 575,000

10ａ当たり粗収入

比例利益
（利益係数）

維持費を除いた導入費用のみとする 変動費率２１．５％



スマート機器 管理作業

土壌分析装置 定植時の土壌分析
春肥え施肥提案

ラジコン草刈り機 園地の除草管理作業

病害虫診断AIアプリ 病害虫診断
その対応の防除提案

散布型ドローン 病害虫防除、液肥散布
夏場の灌水、

非破壊糖度計測器 収穫適期の見極め
糖度の品質検査

アシストスーツ 収穫作業補助

非破壊糖度計測器 購買意欲の向上







スマート農業アプリ開発編



市販のアプリもあるが…



市販のアプリもあるが…

高機能過ぎるし
費用が…



そこで・・・



FileMakerを活用したアプリの内製化

Claris FileMaker



FileMakerを活用したアプリの内製化

Claris FileMaker

ローコード

ノーコード



FileMakerを活用したアプリの内製化

Claris FileMaker



生育管理アプリ、レジアプ等
各種アプリの開発



日本農業新聞
取材対応



FileMaker
キャンパスプログラム採択へ



全員がアプリ開発する
環境が整った





一人一台端末を活用した事例



圃場
Office365

A1だとOfficeが
使えない








